別紙１


令和6年度（2024年度）専用水道水質検査計画
１　施設の概要
	施設名称
	使用水（水源）
	給水方式
	採水場所

	○○専用水道
	井戸水
	高置水槽方式
	施設末端（機械室）


　　備考　井戸原水検査においては水源井戸の検水コックから採水する。
２　水質管理において留意すべき事項
（自己水、併用型の例）
原水は、本施設の敷地内にある深井戸から取水し、塩素消毒を行った後、いったん受水槽に貯め、高置水槽にポンプアップしている。高置水槽から各蛇口までは自然流下で供給している。施設の周辺には工場等が散在しており、基準値を超えていないがテトラクロロエチレン等の有機溶剤がしばしば検出される。
（受水型の例）
東京都水道局から給水を受け、300㎥の地下式受水槽に貯留。次亜塩素酸ナトリウムを注入後に50㎥の給水塔にポンプアップし各世帯に供給している。
３　臨時の水質検査に関する事項
供給する水が水質基準に適合しない場合は、必要な項目について、適宜臨時の水質検査を実施する。
４　年間計画表（過去の検査結果、検査頻度及び今年度の測定計画）
　　水質検査計画、実績入力　　別紙２
　　水質検査項目と回数　　　　別紙３
５　その他計画確認事項
	受水槽等の清掃日程（月日）
	　９月下旬ごろ予定（年１回）

	施設点検（別紙４等参照）
	　毎月２０日（毎月）

	健康診断
	　６月、１２月（年２回）


６　水質検査の委託先（水道法第20条機関）
	名称
	財団法人　○○検査協会

	所在地
	東京都○○市○○町○－○－○

	指定番号
	第○○号

	委託の内容
	定期の水質検査・臨時の水質検査


　　　　
7　その他水質検査の実施に際し、配慮すべき事項
水質検査の結果、水質基準を超えた値又は通常より高濃度の値が検出された場合には、再検査を行うとともに直ちに原因究明を行い必要な対策を講ずる。
記入例








